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１  生徒の実態と概要 

      平成１５年度の本校３年生は、２６名の１学級で、入学当初よりパソコンがひとりに一台

  使用できる恵まれた環境にある。そのため、各教科や総合の時間にはパソコンを取り入れる

  ことも多く、作業に要する時間に差はあるものの、ほとんどの生徒が抵抗なくパソコンを使

  用している。 

      また、生徒の保健学習に対する興味・関心は高く、これまで何回か実施した保健指導にお

  いても活発な意見を出す生徒が多かった。 

      からだの成長に関しては、もっと身長が高くなりたいと思っている生徒が多く、日頃から 

    保健室に身長を測定しに来たり、何を食べれば高くなるのか、どうすれば高くなるのかなど

  を質問する生徒も多い。 

 

２ 本校の保健活動 

      「心身の健康に関心を持ち、進んで健康つくりに取り組む生徒の育成」～歯科保健活動と

  心の健康つくりをとおして～  をテーマに保健活動を行っている。主な事業としては、学校

  保健委員会の開催、歯の健康教室、講師を招いての健康に関する研修会、各学級毎の保健指

  導の充実、幼児ふれあい体験学習などがある。 

      今回の保健指導は、本校のテーマに沿って「成長の記録」シートを作成し、自らの成長を

  振り返りながら心の健康つくりをしたいというねらいから実施したものである。 

 

３  指導のねらい 

  （１）生徒各自が、パソコンを操作し、小学校入学時から中学校卒業時までの９年間の自分の

   発育データを教材にして、これまでの成長の様子を知ることにより、健康な身体の重要性

   や、第二成長促進期や二次性徴について理解する。 

  （２）心とからだの成長について振り返り、自分が心身共に健康で生きていることの実感を深

   めるとともに、自分の成長に関わって家族の思いや願いを知ることにより、自己肯定感を

   高め、更に生命の尊さを理解し自他の生命を大切にする心情を育てる。 

 

４  取り組みの概要 

      ２時間の授業時間を確保し、１時間目にはコンピュータ室で実際に９ヵ年の自分の身長と

  体重を入力し、「成長の記録」シートをひとり２部作成した。１部は生徒用、もう１部は保

  護者用とし、保護者には「成長の記録」シートを見て、我が子に対する思いを書いていただ

  くよう便せんを入れて保護者へ渡した。２時間目の授業の前日までにメッセージを回収し、

  ２時間目の授業を保護者参観日にあて、前時に作成した「成長の記録」シートをもとに、自



  分自身の成長と第二成長促進期や二次性徴について学習した。そして、からだの成長ととも

  に心の成長についても考えさせ、親からのメッセージを届けた。 

     

５  授業の様子 

  （１）１時間目の授業の様子 

       パソコンを使用しながら保健指導をするという経験は、今回が初めてであったため、生徒

   は何が始まるのか興味津々であった。初めて手にした健康診断票を見て、数字の上だけでも

     かなり成長したことがわかり、驚いていた様子であった。 

       パソコンに自分のデータを入力する段階では、それぞれが真剣に打ち込んでいた。１５分

   ほどでできあがった生徒もいたが､遅い生徒に操作の仕方を教えている場面も数多く見られ

      た。 

       生徒の関心は、シートに出てくるイラストに集中していた。また、生徒の中には、身長の

   低い生徒、肥満傾向の生徒などさまざまいたので、他人に見られたくないという気持ちを配

   慮しながら指導したが、生徒は特段気に留める様子もなくオープンに作業をしていた。自分

   のシートはもちろん、友達のシートを見て、いつどれだけ身長が伸びたのか、体重が増えた

   のか、それぞれ違うことにも目を向けていた。 

  （２）２時間目の授業の様子 

       参観授業ということで、生徒はいつもよりテンションが高かったが、反応が良い状態でス

   タートすることができた。 

       １時間目に自分のシートや友達のシートを見てはいたが、この時間改めて成長の様子を見

   て、どの時期が自分にとっての成長促進期だったのか、友達はいつだったのか、明らかにな

   った様子であった。また、第二成長促進期や二次性徴については、以前に保健学習や家庭科

   で学習していたこともあり、活発に意見を出し、更に理解を深めることができた。       

     心の成長に関しては、そばに親がいた生徒は、聞きに行ったりしていたが、幼児の頃の様

   子は意外に記憶がなく、その場では書きにくいようであった。事前に家の人と相談して、で

   きあがったものを発表させた方が良かったと反省している。 

       親からのメッセージは、すべての生徒が真剣に読み、中には涙を流す生徒も見られた。 

 

６  取り組みの結果 

      １時間目の「成長の記録」シートの作成は、生徒自身パソコン操作になれていたこともあ

  り、スムーズに実施できた。自分自身の９ヵ年の成長の様子が即、グラフになっ表れること

  で、第二成長促進期について目の当たりにすることができると共に他の生徒の成長の様子を 

    聞き、個人差があるということも理解できたように思う。 実際生徒の感想からも、自分の成

    長の様子がグラフに表れてわかりやすい、自分の成長と他人の成長の違いがよくわかった、

  自分の成長が実感できたなどの感想が聞かれた。また、保護者からも普段何気なく過ごして

  いるが、我が子の成長の様子を見て、改めて成長の早さを実感すると共に、今までの子育て

  の苦労も消えてしまうような喜びを感じることができた等の感想を聞くことができた。 

      二次性徴については、そばに親がいることで、恥ずかしがる態度も見られたが、グループ 



    学習にしたことや家庭科の授業でも触れていたため、思ったより活発な意見が出され、理解 

    していたように思われる。 

      自分の心の成長に関しては、幼児期の心の変化が出にくいと予想されたので、幼児期ので

  きごとや遊びを知ることにより、心の変化に気づくことができるのではないかと考え、「心

  の成長」シートを作成したが、心の変化までに至るのは難しかった。 

      授業の最後に個々に親からのメッセージを黙読させたが、これには親の想いが一人一人の

  生徒に十分届いたように思われた。 

 

７  まとめ 

      今回２時間の授業をするにあたり、事前に養護教諭部会でパソコン操作の仕方等を学んだ 

    ものの、パソコン操作が不得手な自分にとって不安があった。しかし、その点に関しては、 

    学年の教師の協力により、実際にはほとんど問題なく実施できた。 

      「成長の記録」シートは、単に身長と体重がグラフ化されるだけではなく、イラストにな

  って表れ、身長と体重のバランスが一目でわかるところに生徒の興味関心が集まったように

  思う。 

      また、保護者にしても毎年「健康カード」等で定期健康診断の結果として、身長と体重の

  数値を知ることはできても、９ヵ年の成長の様子を見ることはできなかったので、今回それ

  を実際見て、我が子の成長の様子を改めて実感できたように思う。 

      そして、生徒は自分の成長に思いを馳せる親の想いを知り、また、親はメッセージを真剣

  に読んでいる姿やそれに涙する我が子の姿を見て、より一層親子の絆が強くなったのではな

  いかと感じている。 

      今回の授業では、どの生徒もパソコン操作はできるものの、進度に差があり、一斉に指導

  するとなると進度の遅い生徒に合わせてしまうので、進度の速い生徒に対して課題を準備す

  る必要があったと反省している。 

      また、忙しい時期にもかかわらず、メッセージを快く書いてくださった保護者の方々に感

  謝すると共に、今後は、今回のねらいにある自己肯定感を高めると共に他人を認め、お互い

  により良い生活を営めるように指導したいと考える。 

 

８ 今後の課題と展望 

      心とからだの成長では、学級担任と養護教諭がそれぞれに役割分担し、養護教諭はその専

  門性を活かし、学級担任は最も生徒のことを知っているということを活かしながら指導にあ

  たりたいと考えている。  

   また、本校では数年前から、命の尊さを学ぶと共に子育ての大変さを理解し、自分自身も

  家族をはじめ周囲の方々の世話になって成長してきたことを実感させるという目的で幼児ふ

  れあい体験学習を実施している。今回実施した保健指導をふれあい体験学習と系統立てて指

  導することにより、より一層目的が達成するのではないかと思われる。 

 


